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記事
一覧

2面●主催事業「MYUサポーターズデイ」開催
	 事業計画・報告、予算・決算
3面●	学長あいさつ、後援会設立20周年記念事業の準

備進む、平成29年度宮城大学入学者選抜試験実

施状況、平成29年度宮城大学大学院入学者選抜
試験実施状況

4面●	コラム、第1回大和キャンパスホームカミングデイ
5面●	平成２８年度卒業式	

6面●	新入生交流会、絆
7面●	キャンパスカレンダー、医療機関等研究セミ

ナー、大学祭、主催事業「講演会」
8面●	教員からの一言、平成28年度学生表彰	
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平
成
29
年
度
入
学
式
が
、
4

月
2
日
日
曜
日
、
大
和
キ
ャ
ン

パ
ス
講
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

（
宮
城
県
民
会
館
）が
改
修
工
事

中
の
た
め
、
4
年
ぶ
り
に
大
和

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。
し
か
も
例
年
の
開
催
日
4

月
3
日
は
、
今
年
は
年
度
始
め
・

仕
事
始
め
の
月
曜
日
に
当
た
る

た
め
、
1
日
繰
り
上
げ
て
の
日

曜
日
開
催
と
し
、
来
賓
の
方
々

に
は
休
日
返
上
で
い
ら
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
父
母

の
皆
様
に
は
、
反
対
に

出
席
し
や
す
い
吉
日
と

な
り
、
大
勢
の
ご
家
族

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
入
学
生

は
、
看
護
学
群
98
人
、

看
護
学
部
3
学
年
へ
の

編
入
3
人
、
事
業
構
想

学
群
2
1
0
人
、
食
産

業
学
群
1
3
0
人
、
食

産
業
学
部
3
学
年
へ
の

編
入
2
人
、
大
学
院
は

3
つ
の
研
究
科
合
わ
せ

て
38
人
、
合
計
4
8
1

人
で
す
。

　

当
日
朝
に
村
井
知
事

か
ら
学
長
就
任
の
辞
令

を
受
け
た
ば
か
り
の
川

上
伸
昭
学
長
は
、「
大
学

改
革
1
年
目
の
今
年
か

ら
始
ま
る
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
コ
ア
・
基
盤
教
育
を
受
け

る
皆
さ
ん
に
は
、
疑
う
べ
き
こ

と
を
疑
わ
ず
に
平
気
で
い
た
り
、

信
じ
る
べ
き
理
由
の
な
い
こ
と

を
軽
々
し
く
信
じ
た
り
し
な
い
、

真
実
を
見
抜
く
力
を
身
に
つ
け

た
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
の

主
旨
を
、
米
国
大
統
領
選
挙
で

の
ト
ラ
ン
プ
氏
勝
利
や
E
U
離

脱
を
決
め
た
英
国
の
国
民
投
票

に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
流
れ
る
虚
偽
情
報
が「
民

意
」を
大
き
く
左
右
し
た
、
と

分
析
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
例
に

と
っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
入
学
式
会
場

は
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

に
戻
る
こ
と
か
ら
、今
回
に
限
っ

て
、
春
の
陽
光
が
差
し
込
む
大

階
段
に
整
列
し
、
知
事
を
始
め

と
す
る
来
賓
の
方
々
と
、
教
職

員
・
学
生
が
記
念
写
真
に
納
ま
っ

て
、
晴
れ
や
か
に
式
を
終
え
ま

し
た
。　

　私は小さい頃体が弱く、学校を休みがちで、
そのため学習も遅れていました。中学入学当初、
英語・数学・理科が苦手でしたが、獣医師をめ
ざすことを決めていたので、これは致命傷でし
た。そこで、中学のある日、私は早朝に起きて
勉強することを始めました。そこから私の健康
と学力はだんだん上向きになっていきました。
長じて生理学の勉強をするようになり、生活リ
ズムの重要性は想像よりもっとずっと大きいこ
とを学びましたが、実感としても深く納得する
ものがありました。　
　学生が大学生活にいろいろな問題を抱えてい
るとき、たとえ時間がかかっても、遠回りであっ
ても、生活リズムを整えること、それとともに
しっかり食べることを実践していけば問題の多
くが解決することを、私は自分の経験から強く
信じています。そういうわけで、朝ごはんフェ
アを始めました。朝きちんと起きること、朝食
を食べて講義に出ることは、体調不良や学業不
振を解決する一歩に必ずなります。　
　朝ごはんフェアへの後援会からの支援に心か
ら感謝申し上げたいと思います。

　さとう宗幸さんの代表曲『青葉城恋唄』が世に出てまもなく40
年になるそうです。地元仙台の商店街や新幹線のプラットホームに
も流れるそのメロディは、当時を知らない世代の記憶にも、いつ
の間にか刻まれているのでしょう。宮城を離れ東京で働く若者が「地
元では何気なく耳にしていたメロディだったけれど、都会の街でそ
の曲が流れてきた時は、思わず足を止め聞き入ってしまった」とい
う話を聞きました。『青葉城恋唄』がふるさと宮城を代表する名曲と
して、今もなお歌い継がれる理由の一つではないでしょうか。
　10月の講演会で人の心を動かす音楽の力を実感していただきた
いと思います。	 （S・I）

教員からの一言

大事にしたい、
　生活リズムと食べること

食産業学群教授　森本 素子

編集後記

大
学
改
革
初
年
、

   

４
８
１
人
が
宮
城
大
生
に

●大学への記念品
　大和：電子レンジ 4 台（学生ラウンジへ設置）
　太白：両面ホワイトボード1 基
　（学生自主学習用としてメディアギャラリーに設置）
●卒業生への記念品：シャチハタツインネーム（印鑑）
●謝恩会費用一部助成

平成28年度卒業記念事業を実施しました。

大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
で
29
年
度
入
学

▲大和キャンパス講堂で行われた入学式

▲式辞を述べる川上伸昭学長

▲�森本先生（左から２人）と活動する“朝ごはんフェア”学生スタッフ

　

宮
城
大
学
開
学
後
1
年
目
の
平
成
10
年
に
発
足
し
た
後

援
会
は
、
本
年
度
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
人
生
に
お
い
て
、

二
十
歳（
は
た
ち
）は
大
き
な
節
目
で
あ
る
よ
う
に
、
大
学

と
後
援
会
に
と
っ
て
、
20
年
積
み
重
ね
た
実
績
と
歩
み
が

「
宝
」と
し
て
輝
く
記
念
の
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

こ
の
大
切
な
年
に
、
会
長
職
を
拝
命
し
た
こ
と
を
重
く
受

け
止
め
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　

後
援
会
は
、
大
学
の
教
育
事
業
を
援
助
し
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
学

生
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
・
大
学
祭
へ
の
助
成
、
進
路
対
策

事
業
支
援
、
入
学
・
卒
業
記
念
事
業
支
援
の
ほ
か
、
自
主

事
業
と
し
て
後
援
会
報
発
行
、講
演
会
及
び
M
Y
U
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
デ
イ
な
ど
の
開
催
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
学
は
、
本
年
4
月
か
ら
、
変
化
す
る
現
代
社
会
に
対

応
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
、
学
群
・
学
類
制
へ
の
組

織
改
編
や
入
試
改
革
及
び
基
盤
教
育
強
化
を
実
施
し
て
、

新
た
な
飛
躍
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

後
援
会
は
、
次
代
も
輝
き
続
け
る
べ
く
邁
進
す
る
大
学

と
思
い
を
一
つ
に
し
て
、
更
に
充
実
し
た
支
援
で
大
学
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、
一
昨
年
か
ら
準
備
を
進
め

て
き
た
20
周
年
記
念
誌
作
成
と
公
務
員
試
験
対
策
助
成
を

記
念
事
業
と
し
て
結
実
さ
せ
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た「
親

の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」を
継
続
開
催
し
、
講
演
会

は
20
周
年
特
別
企
画
と
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
け
る
よ
う
、
役
員
一
同
手
を
携
え
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
後
援
会

活
動
へ
一
層
の
ご
理
解
を
賜

り
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
長
に
齋
藤
浩
美
氏

20
年
の
実
績
で
充
実
し
た
支
援
を

後
援
会
会
長 

齋
藤 

浩
美

役職 氏　名
会　長 齋藤　浩美
副会長 木口　幸雄
〃 佐藤功太郎
〃 武田　篤彦
理　事 岩佐　浩
〃 遠藤　明美
〃 大瀧　龍哉
〃 角田　秀晴
〃 菊地　　正
〃 佐竹加代子
〃 下山　　誠

役職 氏　名
〃 関　　孝ヱ
〃 髙橋　明子
〃 武田さやか
〃 中條　英明
〃 福士　明嘉
〃 村上　晃淳
〃 渡辺　久徳
監　事 沖野　佳秀
〃 下山　晴朗
〃 千葉　清純

平成 29 年度後援会役員
1 年間どうぞよろしくお願いします

（敬称略）

10人と7団体が栄光に輝く

平 成 2 8 年 度 学 生 表 彰 

　在学中に研究活動、課外活動、社会活動において顕著な成果
をおさめ、大学の名誉を高めた学生に対して、学長賞、学長奨
励賞が贈られます。今回は、学業成績優秀者をはじめとする個
人10人と7団体が受賞し、西垣学長から賞状と記念品が贈られ
ました。受賞者・団体を紹介します。

学 長 賞 （活動における特に顕著な成果）　　

①大類　真菜、齋藤　涼香（団体:デ情3年）
　第52回別冊フレンド新人マンガ大賞において佳作に入賞
②加藤　理子（個人:ファーム4年）
　「トビタテ!留学JAPAN　日本代表プログラム」の第2回留学

成果報告会　優良賞受賞
③佐藤　小雪（個人:看護4年）、村形　真由香（個人:計画4年）
　菊池　優菜（個人:デ情4年）、熊谷　悠里香（個人:環境4年）
　学業成績優秀者

学長奨励賞 （活動における顕著な成果）

④鈴木　美子、手島　綾美（個人:看護4年）
　災害公営住宅入居者支援プログラムを通したボランティア活

動及び交流活動
⑤相馬　宏子（個人:デ情4年 ）　
　公益社団法人インテリア産業協会が実施する「平成28年度 

キッチン空間アイデアコンテスト」において,奨励賞受賞
⑥小島　みのり（個人:デ情3年）
　第20回記念JIA（日本建築家協会）東北建築学生賞において特

別賞受賞
⑦平　千夏（個人:計画4年）
　協議会委員として大和警察署警察協議会に参加し警察署の業

務運営に貢献　
⑧みやぎ絆むすび隊（団体:田中　良佳、小野寺　皐月　ほか　69人）
　南三陸町における健康支援ボランティア活動及び交流活動　
⑨看護学部（任意団体:中村　真由子  ほか　14人）
　女川町旭が丘仮設住宅住民の健康支援ボランティア活動及び

交流活動
⑩もみじ〜ず（団体:森山　美波　ほか　4人）
　宮城大学生によるまちづくりコンテストin大和において大和

町長賞受賞
⑪食産業学部フードビジネス学科3年（任意団体:鈴木　陽香　ほか　5人）
　宮城大学×藤崎×三陸オーシャンお歳暮プロジェクト
⑫食産業学部フードビジネス学科3年（任意団体:菅野　文馨　ほか　12人）
　白石食品工業㈱とパンの共同商品開発プロジェクト
⑬食産業学研究科（団体:浅見　恭子　ほか　3人）
　宮城大学生による「まちづくりコンテスト」in大和　最優秀賞

受賞

（
後
援
会
会
計
書
記 

阿
部 

茂
雄
）



主催事業「MYUサポーターズデイ」開催

親と大学が、お互いに理解を深めた一日でした
　今年度の「MYUサポーターズデイ」を6月10日（土）に大和キャンパスで、6月24日（土）
には太白キャンパスでそれぞれ開催しました。大和には113人、太白には96人の後援会
員の皆さまにご参加いただき、教職員も合わせれば総勢約300人が集い、語り合いまし
た。
　「MYUサポーターズデイ」は、宮城大学が学生にとってより充実した教育環境になる
ように、後援会員の皆さまに大学の様子をご覧いただき、大学との相互理解を深める
ための場として後援会が主催する行事です。アンケートで寄せられた多数のご感想・
ご意見から一部をご紹介し、報告に代えさせていただきたいと思います。
　学生有志の「キャンパスレンジャー」がガイドを務めたキャンパスツアーについて
は、「しっかりしていた」「1年生なのに自分の言葉で案内していて好感が持てた」とお褒
めの言葉。学群（学部）別の模擬講義については、「毎年、楽しみにしています」「発酵が
テーマで、興味深かった」「クリッカー（アンケート端末）を使った双方向型の授業が新
鮮だった」と、今年も好評でした。多くの時間を割り当てた進路指導のレクチャーに対
しては、「就職はタイミングとマッチング……なるほど」「キャリア開発への力の入れ方
がすばらしい」「好調な就職状況に驚いた」等々、ご意見の数も最多でした。

　ご提案も多数いただきました。「1年生と4年生とでは親の関
心も違うのでプログラムも別々に」「学食を体験利用したい」

「もっと長時間かけてゆっくり開催しては？」など、ぜひ参考に
させていただきます。
　「ティーパーティーでは先生方から積極的に声を掛けていた
だき、話しやすかった」との声も。「宮城大学に来ると、自分も
ここに通っている気持ちになります」というありがたい感想が
もっと増えるように、後援会役員一同、これからも来学機会の
充実に努めます。9月の「親のためのキャリアセミナー」、10月
の大学祭にもぜひご参加ください。 

（後援会副会長　武田篤彦）

内　容
総会 4 月 2 日
理事会 年 6 回

特別委員会
学生代表との意見交換会 2 回 ( キャンパス毎）
会長副会長会議 2 回
20 周年記念事業記念誌編集委員会

学生会活動助成 執行部、新入生歓迎会、サークル、大学祭、ガーデンキャンパス

支援事業

資格取得奨励金支給
体育・文化活動に対する奨励金支給
進路対策事業支援
留学生住宅総合補償金一部助成
学部企画「朝ごはんフェア」支援
20 周年記念助成事業、「公務員試験対策」支援

入学記念事業 新入生へ記念品（校章ピンバッジ）配布　「新入生交流会」一部費用助成

卒業記念事業
卒業生（学部生）へ記念品配布
大学へ記念品贈呈
卒業記念パーティ一部費用助成

主催事業
MYU サポーターズデイ（キャンパス毎）

「親のためのキャリア教育セミナー」
講演会（20 周年記念特別企画）

会報発行 第 49・50 号

項　目 予算額 備　　　　考

収
　
入

会費 17,400,000 新入生・編入生・終身会員
雑収入 0
寄付金 0
繰越金 3,680,276
他会計繰入金 0

計 21,080,276

支
　
出

事務費 2,360,000 人件費、通信費等
会議費 550,000 理事会・特別委員会経費
事業費 13,285,000 大学祭、サークル助成等

入学記念事業費 1,056,000 入学記念品（校章バッジ）
新入生交流会費用一部助成

卒業記念積立金 1,540,000 卒業生記念品
記念事業等積立金 2,000,000
予備費 289,276

計 21,080,276

（卒業記念事業積立金）
項　目 予算額 備　　　　考

収
　
入

積立金 1,540,000 入学生 440 人× 3,500 円
繰越金 5,926,744

計 7,466,744

支
　
出

事業費 1,554,000 大学、学生への記念品
卒業記念事業積立金 5,912,744
一般会計繰出金 0
予備費 0

計 7,466,744
（記念事業等積立金）

項　目 予算額 備　　　　考
収
　
入

積立金 2,000,000
繰越金 12,394,275

計 14,394,275
支
　
出

事業費 7,263,527 20 周年記念事業費
記念事業等積立金 7,130,748
予備費 0

計 14,394,275

項　　　目 決　算　額 備　　　　考

収
　
入

会費 17,900,000 新入生・編入生・終身会員
雑収入 0 H26 年度学生活動費執行残
寄付金 0
繰越金 4,689,012
他会計繰入金 0

計 22,589,012

支
　
出

事務費 2,285,610 人件費、通信費等
会議費 509,290 理事会費用弁償費等
事業費 11,511,560 大学祭、サークル助成等
入学記念事業費 1,041,276 校章ピンバッジ配布　　　　

新入生交流会費用一部助成
卒業記念積立金 1,561,000 卒業生記念品　
記念事業等積立金 2,000,000
予備費 0

計 18,908,736

（卒業記念事業積立金）
項　　　目 決　算　額 備　　　　考

収
　
入

積立金 1,561,000 入学生 446 人× 3,500 円
　　　　　　

繰越金 6,160,744
計 7,721,744

支
　
出

事業費 1,795,000 大学への記念品、学生への
記念品

卒業記念事業積立金 5,926,744
一般会計繰出し金 0

計 7,721,744
（記念事業等積立金）

項　　　目 決　算　額 備　　　　考

収
　
入

積立金 2,000,000
雑収入 0
繰越金 11,376,868

計 13,376,868
支
　
出

事業費 982,593
記念事業等積立金 12,394,275

計 13,376,868

内　容
総会 4 月 4 日
理事会 年 6 回

特別委員会
会長副会長会議 2 回
学生代表との意見交換会 2 回 ( 各キャンパス毎）
20 周年記念事業（編集委員会 6 回、助成事業検討
委員会 5 回、主催イベント実行委員会 2 回

学生会活動助成 学生会（執行部、新入生歓迎会、サークル、大学祭、ガーデンキャンパス）

支援事業

資格取得奨励金支給
看護学部キャリア開発支援（国家試験対策模試解説会等全8回）
事業構想学部キャリア開発支援（エントリーシート添削）
食産業学部キャリア開発支援（自己分析等診断）
事業構想・食産業学部キャリア開発支援（合同業界研究セミナー）
留学生住宅総合補償金一部助成

入学記念事業 新入生へ記念品（校章バッジ）配布
「新入生交流会」一部費用助成

卒業記念事業
卒業生（学部生）へ記念品（ネーム印）配布
大学へ記念品贈呈電子レンジ4台（大和）、ホワイトボード１基（太白）
卒業記念パーティ一部費用助成

主催事業 MYU サポーターズデイ（各キャンパス毎開催）
「柳家花緑氏講演と落語」

会報発行 第 47・48 号

平成 29 年度事業計画 平成 29 年度一般会計予算 29 年度特別会計予算

平成 28 年度一般会計決算 平成 28 度特別会計決算平成 28 度事業報告

学群（学部） 募集
人員

実質競
争倍率

入学
者数

入学者詳細
性別 出身校

男 女 県内 県外 その他

看　　護 100 3.1 101 6 95 57 40 4

事業構想 200 2.3 210 94 116 164 40 6

食 産 業 125 2.1 132 39 93 64 62 6

合　計 425 2.4 443 139 304 285 142 16

※出身地は、卒業高校等所在地で分類（外国人留学生、編入学生はその他に分類）

研究科 募集
人員

実質競
争倍率

入学
者数

入学者詳細
性別

男 女
看護学研究科博士前期 10 1.1 9 1 8
看護学研究科博士後期 3 1.0 2 0 2
事業構想学研究科博士前期 20 1.0 12 6 6
事業構想学研究科博士後期 3 1.0 3 2 1
食産業学研究科博士前期 13 1.0 10 5 5
食産業学研究科博士後期 3 1.0 2 0 2

合　計 52 1.0 38 14 24

平成 29 年度　宮城大学入学者選抜試験実施状況　（編入学を含む） 平成 29 年度　宮城大学大学院入学者選抜試験実施状況

単
純
な
世
界
の
出
来
事
な
の
で
、
A
I
の
実
力

を
過
剰
に
評
価
す
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
A
I
が
社
会
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
入
っ
て
き
て
、今
、人
間
が
行
っ

て
い
る
作
業
を
代
替
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は

現
実
に
起
こ
る
と
言
え
る
状
況
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
不
透
明
で
変

化
す
る
社
会
に
巣
立
っ
て
い
こ
う

と
す
る
大
学
生
に
対
し
て
、
宮
城

大
学
は
、
従
来
か
ら
の
実
学
に
基

づ
く
高
度
な
専
門
知
識
は
も
と
よ

り
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
力

を
獲
得
す
る
す
べ
と
な
る
学
び
続

け
る
力
を
つ
け
る
べ
く
、
基
盤
的

な
力
の
養
成
に
注
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

大
学
に
入
学
し
た
学
生
は
、
大

学
を
受
験
勉
強
後
の
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
の
場
と
捉
え
て
い
た
り
、
勉
学

の
総
仕
上
げ
の
場
と
捉
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
生
涯
続
く
学
び

の
ス
タ
ー
ト
だ
と
捉
え
、
大
学
で

よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
一

生
の
質
を
左
右
す
る
、
こ
う
い
っ

た
考
え
方
に
立
つ
こ
と
を
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

す
で
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
8
月
9
日
（
水
）

14
時
か
ら
、
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
講

堂
に
お
き
ま
し
て
、
創
立
20
周
年
の
式
典
を

執
り
行
い
ま
す
。
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
社
会
の

隅
々
に
浸
透
し
て
い
く
時
代
を
ど
う
生
き
て
い

く
の
か
を
テ
ー
マ
に
据
え
た
講
演
会
な
ど
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
父
母
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
ま
だ
浅
い
4
月
2
日
、
入
学
式
開
式
前
に

村
井
知
事
か
ら
辞
令
交
付
を
い
た
だ
い
て
理
事

長
兼
学
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
3

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
西
垣
前
学
長
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
準
備
し
て
き
た
大
学

改
革
を
、
机
上
の
姿
を
基
に
、
実
際
に
レ
ー
ル

を
敷
い
て
動
か
し
て
み
る
と
、
改

め
て
そ
の
道
の
り
の
遥
か
な
る

こ
と
を
否
応
な
く
思
い
知
る
こ

と
と
な
り
、
私
自
身
、
生
身
の
若

者
た
ち
を
預
か
る
重
い
責
任
を

背
負
っ
て
走
り
な
が
ら
、
大
学
改

革
を
成
し
遂
げ
て
い
く
た
め
の

タ
フ
ネ
ス
と
、
一
緒
に
仕
事
を

す
る
教
職
員
を
思
い
や
る
力
の

両
方
を
試
さ
れ
て
い
る
と
、
日
々

実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
米
国
一
国
主
義
を

唱
え
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就

任
に
始
ま
り
、
E
U
離
脱
を
目

指
す
メ
イ
首
相
が
率
い
る
保
守

党
が
英
国
総
選
挙
で
ま
さ
か
の

退
潮
を
し
、
東
ア
ジ
ア
の
政
治

状
況
も
混
迷
を
深
め
て
い
ま
す
。

世
界
は
不
透
明
度
を
増
し
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

く
か
見
通
せ
な
い
中
に
入
り
込

ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
は
、
A
I
（
人
工
知
能
）
が

一
流
の
棋
士
に
勝
利
す
る
と
い
う
場
面
が
た
び

た
び
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
よ
い
よ
A
I
が
人
間

を
凌
駕
す
る
な
ど
と
い
う
過
剰
な
期
待
感
が
醸

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
棋
や
囲
碁
な
ど
は
単
純

な
ル
ー
ル
に
規
制
さ
れ
た
人
工
的
な
ゲ
ー
ム
に

過
ぎ
ず
、
現
実
社
会
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

学長に就任して  川上 伸昭

大学は「生涯続く学びのスタート」

後
援
会
で
は
20
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、「
公
務
員
試
験
対
策
」

へ
の
支
援
と
「
20
周
年
記
念
誌
」

の
作
成
を
決
め
、
昨
年
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。「

公
務
員
試
験
対
策
」
の
支
援

は
、
大
学
が
今
年
度
よ
り
強
化

の
方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
後
援
会
で
は
そ
の
初
期
投
資
を

記
念
事
業
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
決
め
た
も
の
で
す
。
支
援

内
容
は
主
に
受
験
に
関
す
る
書
籍
の
購
入
費
用
や
セ
ミ
ナ
ー
開

催
費
用
の
助
成
で
す
。
こ
の
ほ
ど
第
一
弾
の
書
籍
が
購
入
さ
れ
、

学
生
が
常
時
閲
覧
で
き
る
よ
う
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
セ
ン
タ
ー
に
備
え
ら
れ
ま
し
た
。
早
速
、
利
用
す
る
学
生
の

姿
が
見
受
け
ら
れ
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
２
０
周
年

記
念
誌
」
は
、
こ
れ
ま

で
の
本
会
の
活
動
を
、

会
員
の
皆
様
に
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
で
き
る

記
念
誌
を
目
指
し
、
委

員
会
で
日
々
検
討
を
重

ね
、
編
集
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
年
度
末
の

発
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

後
援
会
設
立
20
周
年
記
念
事
業
の

準
備
進
む

▲坪沼附属農場の産物で作った豚しゃぶとヨーグルトは、今年も大人気＝太白懇談会

▲�早速書籍を手にする
学生＝大和キャリア
開発センター

▲看護意見交換会

▲食産模擬講義「くさい？美味しい‼発酵・醸造学」



素晴らしい商品だからといって、必ずしも売れるとは限
りません。私は、お酒がダメで甘いものが好きです。会計
学専攻の私は、製菓メーカーの決算書を分析したことがあ
ります。大手企業群と美味しいお菓子を製造しているのに
そこまで売れていない企業数社を比較しました。ともすれ
ば、「そこまで」の企業の方が、似ている大手のお菓子より
美味しかったり、商品の歴史が古かったりするケースもあ
ります。この売れ方の違いには、様々な要因があるかと思
いますが、決算書では明らかな違いがありました。それは、
製造原価と広告費の比率です。「そこまで」の企業は、製造
原価：広告費＝10：0が多く、大手企業は、製造原価：広告
費＝7：3が多いようです。当然、これだけでは結論が出せ
ないと思われますが、少なくとも、いいものを作れば売れ
ると考える企業より、いいものだとしっかりアピールまで
しなければ売れないと考える企業の方が売れているようで
す。極論をいえば、「良いものが売れるは幻想、良いものと
伝わってはじめてものは売れる」といえるでしょう。さらに
あまり広告費を使わない企業は、マスコミへの宣伝費を多

く割く傾向にあるようです。これに対して、大手はこれに
販売促進費として、スーパー等でお客様に直接試食して頂
く等、広告費の中でもこれらの費用に多く割く傾向にあり
ます。伝え方も、バランス良く、そしてより直接的に伝わ
る手法を選んでいるようです。

このことは、学生のキャリア形成も同じように感じられ
ないでしょうか。オンリーワンという言葉が好まれている
世の中ですが、本当にそれだけでいいのでしょうか。何が
オンリーワンだか明確に伝える戦略がなければ、慰めの言
葉で終わるかも知れません。宮城大学では、プレゼンテー
ション等、伝える力を養う授業の比重が多く、それらを大
切にしています。

陽射しに春の訪れが感じられる平成29年3月19日、平成28年度
宮城大学卒業証書・学位記授与式が大和キャンパス講堂で行われ

ました。
この日卒業・修了を

迎えたのは,学部生443
人、大学院生48人の合
計491人です。

西垣学長は式辞で
「学んだことを積極的
に生かして、次の社会

のリーダーとして活躍していただけることを期待している。大学
はいつでも戻れる学び舎としてこれからも支援していく」と前途
ある旅立ちの日を祝い、応援のメッセージを贈りました。

卒業生・修了生を代表して食産業学部ファームビジネス学科の
末永智大さんと、食産業学研究科博士後期課程の石川潤一さんは、
これまで支えてくださった先生方、地域の方々、家族に対する感
謝の気持ちと卒業・修了後の決意を述べました。

式には多くの来賓や父母も出席し、卒業生・修了生の新しい門
出を祝福しました。 （学務課　若居友紀恵）

私は昨年9月までの1年2か月、「トビタテ！留学JAPAN」という
官民協働の奨学金プログラムの援助を受けながら、フィンラン
ドとドイツに留学しました。その経験は人生の宝物とも言うべ
き素晴らしいものであり、他の何事にも代えがたい貴重な学び
をたくさん得ることができました。例えば、失敗を恐れずに何
事にも果敢にチャレンジする、というのがその一例です。

留学先で私はクラスメイトと協力して一つのプロジェクトを
企画立案する授業を履修しました。私は当初自分の英語力に自
信がなく、間違った英語を使ってしまうことや聞き取れなかっ
たことを何度も聞き返してしまうことを恐れ、グループの議論
には消極的でした。そんな自分はグループの前進に何も寄与し
ていないのではないかと、とても悔しい思いをしました。そこ
で、その時に味わう恥ずかしさと、そこで得られるもののどち
らが将来にわたって益があるかを考えました。私は後者の方が
重要であるという結論に達し、それからは失敗を恐れずに質問
や発言をするようにしました。すると、おのずと英語力も上がり、
友達も増えました。
「聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥」といいますが、実際日

本では失敗を恐れる傾向がとても強い気がします。しかし私は、
留学で学んだことを実行に移すこと－ここでは、様々なことに
挑戦し、失敗から
学ぶこと－によっ
て、「こういう考え
方もあるんだな」と
周りの人に気づき
を与えられるよう
な存在でありたい
です。

内田 直仁
（うちだ なおひと）

事業構想学群准教授。会計学（社会関連会計）・
租税法学（相続税法専攻）。MBA（立教大学）、 
税理士。会計事務所、東海大学を経て現職。

事業構想学群准教授　内田　直仁

内田先生の会計学コラム㊤

良いものが売れるという幻想

c o l u m n

491人実社会へ ～前途ある旅立ちの日を祝って～
平成２８年度卒業式 平成２８年度卒業式 

「トビタテ！留学JAPAN」 体験記

▲�内田先生、ノルウェーで
サンタと共に

▲�晴れ着姿の卒業生

デザイン
情報学科

27.6%
情報通信業

14.8%
建設業

10.8%
進学

9.9%
卸売業
小売業

金融業，保険業
6.9%

専門・技術サービス業

5.0%

複合サービス事業 1.0%

生活関連サービス業、
娯楽業／
他サービス業 各4.0%

運輸業、郵便業／
宿泊業、飲食サービス業

各2.0%
教育、学習支援業・
その他の教育、学習支援業／
不動産取引・賃貸・管理業／
公務／製造業 各3.0%

環境
システム
学科

40.2%
建設業

16.7%
公務10.0%

農業、林業
電気・ガス・
熱供給・水道業

6.7%

製造業／情報通信業
卸売業、小売業／金融業、
保険業／学術研究、
専門・技術サービス業／
複合サービス事業／
他サービス業／進学

各3.3%
フード
ビジネス
学科

40.3%
卸売業
小売業

31.5%
製造業

公務 5.3%

学術研究、
専門・技術サービス業／
金融業、保険業／
情報通信業

各3.5%

進学 7.0%
他サービス業／
教育、学習支援業／
宿泊業、飲食サービス業

各1.8%
ファーム
ビジネス
学科

26.2%
卸売業
小売業

14.3%
製造業

9.5%

複合
サービス
事業

9.5%
金融業
保険業

宿泊業、
飲食
サービス業

9.5%

情報通信業

7.1%

公務／
他サービス業／
学術研究、
専門・技術
サービス業

各4.8%

進学 7.1%
農業、林業

2.4%

看護学部

78.5%
看護師

10.2%
保健師
8.2%
養護教諭

進学 3.1%

事業計画
学科

22.3%
金融業、保険業

18.2%
卸売業、小売業

18.2%
情報通信業

不動産取引・賃貸・
管理業 9.1%

公務 7.1%

学術・開発研究機関／
建設業／他サービス業／
進学 各1.0%

生活関連サービス業、
娯楽業 6.1%

運輸業、郵便業／教育、
学習支援業・学校教育／
宿泊業、飲食サービス業／
電気・ガス・熱供給・水道業

各2.0%

製造業 4.0%
複合サービス事業 3.0%

●主な就職先
富士通㈱／東日本旅客鉄道㈱／東北インフォメーション・システムズ㈱／大和ハウス
工業㈱／仙台市／積水ハウス㈱／宮城交通(株) ／国土交通省東北地方整備局／カメイ
㈱／㈱メンバーズ／㈱ホクエツ／㈱日立ソリューションズ東日本／㈱テレビ朝日クリ
エイト／㈱セガ・インタラクティブ／㈱七十七銀行／㈱サイバーエージェント／㈱北
洲／㈱キーエンス／㈱河北アド・センター／㈱岡村製作所／㈱NTTファシリティーズ
東北／㈱NTTドコモ／㈱NTTデータ東北／岩沼市／ SCSK㈱
●進学先
宮城大学大学院／東北大学大学院／お茶の水女子大学大学院／弘前大学大学院／テン
プル大学

デザイン情報学科

●主な就職先
㈱七十七銀行／宮城県商工会連合会／宮城県／東日本旅客鉄道㈱／東日本電信電話㈱
／日本政策金融公庫／日本銀行／登米市／富谷市／東北電力㈱／東京海上日動火災保
険㈱／第一生命保険㈱／損害保険ジャパン日本興亜㈱／仙台市／㈱富士通システムズ
イースト／㈱藤崎／㈱ファミリーマート／㈱ファーストリテイリング／㈱仙台銀行／
㈱NTTドコモ／伊藤忠テクノソリューションズ㈱／イオンリテール㈱／アイリスオー
ヤマ㈱／ SMBC日興証券㈱／ NECソリューションイノベータ㈱
●進学先
宮城大学大学院

事業計画学科

●主な就職先
岩手県（農業職）／オハヨー乳業㈱／共立製薬㈱／㈱LSIメディエンス（旧・三菱化学メ
ディエンス）／日本ハム東販売㈱／農林中央金庫／ＪＡ全農北日本くみあい飼料㈱／㈱
東邦銀行／ ANA新千歳空港㈱／宮城県警察／宮城県商工会連合会／福島さくら農業協
同組合／みやぎ生活協同組合／日本郵便㈱／仙台中央食肉卸売市場㈱／おいらせ農業
協同組合／イオンリテール㈱／㈱ドトールコーヒー／㈱マイナビ
●進学先
宮城大学大学院食産業学研究科／筑波大学大学院生命環境科学研究科

ファームビジネス学科

●主な就職先
東北大学病院／宮城県立こども病院／宮城県立病院機構／東北公済病院／東北医科薬
科大学病院／東北医科薬科大学　若林病院／仙台厚生病院／仙台オープン病院／仙台
赤十字病院／仙台市立病院／国見台病院／石巻赤十字病院／武蔵野赤十字病院／昭和
大学附属病院／がん研有明病院／東京大学医学部附属病院／東京医科歯科大学医学部
附属病院／自治医科大学附属病院／国立国際医療研究センター病院／仙台市／白石市
／岩沼市／石巻市／岐阜県／宮城県・仙台市教育委員会／白百合学園
●進学先
仙台医療センター附属仙台看護助産学校助産学科／福島県立総合衛生学院助産学科／
秋田県立衛生看護学院助産科

看護学部

●主な就職先
宮城県（技術職）／福島県（技術職）／宮城県土地改良事業団体連合会／国土交通省東北
地方整備局／独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構／国立研究開発法人森林
研究・整備機構森林整備センター／（公財）日本環境整備教育センター／㈱復建技術コ
ンサルタント／オリジナル設計㈱／㈱三祐コンサルタンツ／㈱三協技術／㈱エネサン
ス東北／㈱クレハ環境／南三陸農業協同組合／会沢巨峰ぶどう園／古積造園土木㈱／
㈱七十七銀行／㈱ステップ／㈱ニトリ
●進学先
宮城大学大学院食産業学研究科

環境システム学科

●主な就職先
三菱食品㈱／国分東北㈱／㈱極洋／日本食研㈱／伊藤ハムデイリー㈱／ひかり味噌㈱
／白石食品工業㈱／㈱鐘崎／ゴディバジャパン㈱／㈱玉澤総本店／日東ベスト㈱／宮
城県農業共済組合／厚生労働省検疫所／㈱ロックフィールド／（一財）日本食品分析セ
ンター／㈱大塚製薬工場／㈱ファミリーマート／㈱七十七銀行／㈱ポーラ／㈱仙台水
産
●進学先
宮城大学大学院食産業学研究科／東北大学大学院農学研究科

フードビジネス学科

失敗からの学びは人生の宝物
食産業学部　環境システム学科　4年　木村薫子

▲�皆でお寿司を作って（木村さん㊧3人目）＝ドイツ

平成28年度 卒業生の進路状況

平成28年度 卒業生の就職・進学先
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ザ
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感
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母
）
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1泊2日（4月14・15日）の新入生交流会、蔵王町で開催

新入生たちが
　　　グループで課題に挑戦

与えられた課題には一定のゴールがあります。しかし、一体何
が「課題」となるのか、隠れている「真に必要なもの」は何か考える
時、あるべきゴールらしきものが無数に隠れていることに気づき
ます。学生達は、将来あらゆる現場において、異なる分野・世代
の力を結集し「より優れた解答」を導き出す役割を担いますが、そ
の前提である「課題自体」をデザインすることもあるかもしれませ
ん。

今年度の新入生交流会は、「蔵王町ディスカバリークイズ」を実
施しました。これは、蔵王町の「意外性のある情報」を新入生たち
が発見し、いかに面白く他者に伝えられるかということを競い合
う企画であり、学群混成のチームで、ひとつのプレゼンを作成し
ます。「情報そのものを扱うこと」「他分野の人間とコミュニケー
ションを取り、ひとつの課題に取り組むこと」このような能力が
必要とされます。指導にあたっては、蔵王町職員のみなさまに全
面的に協力いただきました。

初日はクイズ自体を作成し、クラス内でプレゼンをしあって代
表設問を決める作業、２日目は新入生全員の前で、クイズ大会形

式で代表設問を発表し、回答する作業を経験してもらいました。
短い時間の中ではありましたが、想定をはるかに超えるクオリ
ティのプレゼンが行われ、指導の教職員も知りえなかったような
情報が文字通り発掘される会となり、大変に盛況を収めました。

今回はあくまで入門編ですが、今後学生達が、情報の本質をと
らえ、物事を前に進める能力を培っていくことを願っています。

(学務課　中木 亨)

4月
1日（土）春季休業（〜4/6）
2日（日）入学式・後援会総会
7日（金）前期授業開始

14日（金）新入生交流会（〜4/15）
5月

1日（月）開学記念日（休業日）
6月

10日（土）後援会主催事業
「MYUサポーターズデイ」（大和）

14日（水）医療機関研究セミナー
24日（土）後援会主催事業

「MYUサポーターズデイ」（太白）
7月

17日（月）夏のオープンキャンパス（大和）
23日（日）夏のオープンキャンパス（太白）

8月
8日（火）夏季休業開始（〜9/21）
9日（水）宮城大学創立20周年記念式典

14日（月）教職員夏季休暇（〜8/18）
9月

15日（金）入試日（大学院・学部編入）
16日（土）後援会主催事業

「親のためのキャリア教育セミナー」
22日（金）後期授業開始

10月
8日（日）大学祭（〜10/9太白）

14日（土）大学祭（〜10/15大和）
15日（日）後援会主催事業

後援会設立20周年記念特別企画
「さとう宗幸トーク&コンサート」

21日（土）入試日（AO入試）
（〜10/22）

11月
5日（日）秋のオープンキャンパス（大和）

12日（日）秋のオープンキャンパス（太白）
12月

9日（土）入試日
（帰国子女・社会人・留学生）

25日（月）冬季休業開始（〜1/5）
29日（金）教職員冬季休業（〜1/3）

H30年
1月

13日（土）センター試験（〜1/14）
27日（土）入試日（大学院）

2月
3日（土）入試日（推薦入試）

25日（日）入試日（一般選抜前期）
（〜2/26）

3月
12日（月）入試日（一般選抜後期）

（〜3/13）
19日（月）卒業式・学位記授与式

H29 度 MYU 
キャンパスカレンダー

■ 医療機関等研究セミナー　看護学部3・4年生が職業観を学ぶ

■ 「親のためのキャリア教育セミナー」を後援会主催で開催します。

■ 「主催事業講演会」—後援会設立20周年記念特別企画—
　「さとう宗幸トーク＆コンサート」開催

■ 学祭 2017

　6月14日（水）、宮城大学大和キャンパス体育館にて、
「宮城大学医療機関等研究セミナー」を開催しました。
本セミナーは、学生が各医療機関等の特色や継続教育
に関する説明を受けることにより、学生の職業観や勤
労観を涵養し、個々人の個性や適性に応じた職業を自
ら選択できる能力の育成や、学修意欲を高めるため、
看護学部の3、4年生を対象に毎年開催しています。
11回目の開催となった今回は、県内外から42の医療
機関等にお越しいただき、182人の学生がブースに分

かれて医療機関等の概要や理念等の説明を受けました。ブースへの訪問は、事前予約制とし
ているため、多くの学生は自分が訪問する医療機関等の研究を事前に行い、熱心に説明を聞
いていました。
　今回のセミナーをはじめ、宮城大学では、学年や進路希望に応じたキャリア教育を実施し、
適切なキャリア形成ができるよう支援をしてまいります。皆様方の変わらぬご支援・ご協力を、
よろしくお願い申し上げます。 （学務課　萩野俊輔）

　親として子の進路への向き合い方を学ぶセミナーです。昨年、初めて開
催し、大変好評を得ました。講師は宮城大学特任教授の宮崎良徳先生です。
是非、ご参加ください。

●9月16日（土） 午後1時30分～午後3時
●受付：午後1時
●会場：大和キャンパス400講義室

　恒例となった主催事業「講演会」は、10月15日（日）、後援会設立20周年
を記念し、特別企画で開催します。ゲストに歌手のさとう宗幸さんを迎え、

「ふれあいの時を求めて」と題し、歌とキャスターとしての経験や、震災復
興にまつわるエピソードを交えたお話でお送りします。出演は他に、ピア
ノ 榊原光裕さん、コーラス 庄子眞理子さん、ギタリスト 佐久間順平さん
です。どうぞ、お楽しみに。

　宮城大の大学祭は2日間にわたって行われます。現在、大和・太白それぞれのキャンパス
で実行委員により準備が進められています。委員長の斎藤柊斗さん（太白）、米倉奏多さん（大
和）にその様子を伺いました。

　今年は「FOOD ADVENTURE－カルチャー食ヲ体感セヨ」食
産の原点と言えるテーマです。模擬店はもちろん、恒例のお化
け屋敷、お笑い芸人によるライブ、ステージイベントなど全て

をグレードアップしてお届けできるよう準備を進めています。誰もが楽しめる大学祭
をモットーに頑張ります。皆さまのご来場をお待ちしています。

（太白キャンパス大学祭実行委員長　フードジネス学科2年　斎藤柊人）

　今年のテーマは「Aramyuan Nights」（アラミュアンナイト、
アラビアンとMYUからなる造語）。キャンパス中に物語の世
界を作り上げ、どの場所に行っても、どの企画を見ても「面白

い」が溢れる学祭にしようと実行委員一同張り切って
います。実行委員で中心となる私たち2年生は、大学
と同じ歳の20歳です。大学に対する思い入れは特に
強いものがあります。互いの20年を祝して10月15日
まで走り抜けます！お楽しみに！

（大和キャンパス大学祭実行委員長　事業計画学科2年　米倉奏多）

太白campus
—10月8・9日—

大和campus
—10月14・15日—

▲�ポンデライ
オンに扮し
た三男

▲�企業の説明を受ける学生

▲�教員を交え「蔵王町ディスカバリークイズ」に挑戦する新入生

▲�補陀寺にて千葉さんご一家（右から、長女、著者、
住職、長男、次男、三男）


